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論文内容の要 旨

本論文は，著者が大阪大学基礎工学部と三菱電気胸材料研究所において行った垂直磁気記録媒体に関

して垂直磁気異方性膜の作成l 評価 l 応用に関する一連の研究成果をまとめたもので本文6章と謝辞と

から成っている。

まず最初に， 2元RFマタネトロンスバッタ法による コパルト (Co)ークロム (Cr)垂直磁気異方

性膜の作成条件と，種々の真空条件での熱処理効果を検討し Co-Cr膜の磁気特性は膜中のCrの挙動

に大きく関係していることを明らかにしt:oまた，種々の組成のCo-Cr膜の磁気光学特性を検討し，

Co-Cr膜の磁気光学ポーラーカー効果はCoの磁気モーメントに起因することを明らかにした。さらに，

先に得られた知見を基にして，カーヒステリシスループによるCo-Cr膜の磁気特性評価の有効性を示

した。また，磁気光学ポーラーカー効果を用いてCo-Cr膜の記録磁区を観察することに成功した。

次に，垂直磁気記録方式のりジッド磁気ディスク装置への適用を検討するため，軟磁性高透磁率膜と

Co-Cr膜との垂直二層膜リジッドディスクを試作し，その性能について検討した。その結果， CoーCr

膜の垂直配向性は二層膜構造においても，基板の表面処理層の材質とその厚みに影響されることを示し

た。また，高記録密度を達成するためには， Co-Cr膜の膜厚を垂直磁気異方性を損わない程度に薄く

するとともに，ヘッド媒体間距離をできる限り小さくすることが必要であることを明らかにした。さら

にこの知見を基にして，現行の長手記録方式の記録密度を大きく上回る記録密度を達成した。

最後に，新しい垂直磁気異方性膜を提案した。鉄 (Fe) ネオジウム (Nd)スパッタ膜の検討を行

い，チタン (Ti)を添加することにより，大きな垂直磁気異方性を有するFe← Nd-Tiスパッタ膜を作

成することに成功した。
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論文の審査結果の要旨

本論文は高密度磁気記録の新しい方式として提案された垂直磁気記録方式に関して，垂直磁気記録媒

体の作製，その評価法，並びにリッジドディスク装置への適用について行なわれた研究を纏めたもので

あるO 垂直磁気記録媒体として現在最も有望とされているコバルト・クロム合金膜について，作製法と

して高速作製と組成制御の容易さの点から 2元マグネットロンスパッタ法を採用し，種々の京町或比を持っ

たコバルト・クロム膜の磁気特性と，種々の真空条件での熱処理効果を検討した。この結果クロムの挙

動が膜の磁気特性に決定的な影響を持つことを明らかにし，垂直磁化膜生産工程での問題点に一連の解

釈を与えた。コバルト・クロム垂直磁化膜の評価法として磁気力一効果が保磁力，飽和磁化に関してオ

ンラインの計測が可能で生産ラインでの検査装置として有用であることを確証した。次にアルマイト処

理を施したアルミ基板にパーマロイーコバルト・クロム 2層膜を作製しリジッドディスク装置を構成し，

高密度記録のためにコバルト・クロム膜厚と磁気ヘッド浮上量の低減が必要であることを示し，面内記

録方式に比べ約1桁大きい 1ミリメートル当たり2.8キロビットの記録密度を達成したO 更に鉄・ネオ

ジム合金スバッタ膜にチタンを添加することにより大きな垂直磁気異方性が得られることを見出し，新

しい垂直磁気記録媒体の可能性を示した。以上のように本研究は新しい記録方式の実用化に伴う問題点

の解明を行ない磁気工学に重要な貢献をしており，博士論文として価値あるものと認める O
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